
シ ラ バ ス

（健康科学教育研究領域科目）



科 目 名 健康科学研究演習I 担 当 教 員：小川 寿美子 

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：sumiko@meio-u.ac.jp
研究室電話番号：0980-51-1060科目名(英語) Research Seminar in Health Sciences I 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1 通年 2 研608 研究室前に掲示 

１．授業の概要

“健康とは何か”を広く考える学問である公衆衛生学を広く捉える力を養うことを目標とする。初年次である演習 Iで
は、論理的な文章力と文献の読解力を養うための基礎固めをするため、論理的な日本語を書く技術の修得と、人間健康

科学、とりわけ公衆衛生学や国際保健に関する数多くの論文、資料を精読し、多方面からの知識を涵養する。

２．到達目標

前期の演習 Iの構成は、前半90分が、毎回ゼミ生が準備する課題である200字エッセイをゼミの仲間同士のエディ

ティングを通じて（第1~7回は日本語エッセイ、第9~14回は英語エッセイ）論理的な国語力を養うことができる。

後半90分が、毎回ゼミ生が準備する課題である興味のある研究論文を200字でレビューを提出、その内容に関して

仲間同士でクリティカルディスカッションをすることを通じ、専門分野の最新情報を取得すると同時に、批判的な思考

を養うことができる。後期の演習 Iの構成は、定性データ分析のツールとしてNVIVOを駆使し、実際インタビュー調

査を分析することを通じて、修士論文に使用する分析ツールを習得することができる。

３．授業の計画と内容

前期 （Interactive Writing 「IW」+Paper Review「PR」）
第 １ 週  演習 I 前期の目標・概要説明

第 ２ 週  テキスト①、参考書②の説明

第 ３ 週  「IW」日本語-1 ＋「PR」-1 
第 ４ 週  「IW」-日本語2 ＋「PR」-2 
第 ５ 週  「IW」-日本語3 ＋「PR」-3 
第 ６ 週  「IW」-日本語4 ＋「PR」-4  
第 ７ 週  「IW」-日本語5 ＋「PR」-5 
第 ８ 週  第1~7週のポートフォリオをもとに振返り

第 ９ 週 「IW」-英語5 ＋「PR」-5 
第１０週  「IW」-英語6 ＋「PR」-6 
第１１週  「IW」-英語7 ＋「PR」-7 
第１２週  「IW」-英語8  ＋「PR」-8 
第１３週  「IW」-英語9  ＋「PR」-9 
第１４週  「IW」-英語10  +「PR」-10 
第１５週 第9~14週のポートフォリオをもとに振返り 

後期   (Qualitative Data Analysis + Paper Review) 
第 １ 週 演習 I 後期の目標・概要説明

第 ２ 週 テキスト④の説明、インタビュー起こし

第 ３ 週 テキスト④ 1~5章

第 ４ 週 テキスト④ 6章

第 ５ 週 テキスト④ 7章

第 ６ 週 テキスト④ 8章

第 ７ 週 テキスト④ 9章

第 ８ 週 第1~7週のポートフォリオをもとに振返り

第 ９ 週 テキスト④ 10章

第１０週 テキスト④ 11章

第１１週 テキスト④ 12章

第１２週 Nvivoの応用 1 
第１３週 Nvivoの応用 2 
第１４週 修士論文概要発表会準備１

第１５週 修士論文概要発表会準備２

４．テキスト・参考文献
  【テキスト】

①阿部紘久「文章力の基本100題」光文社、2010年、1,300円＋税
②野矢茂樹「論理学トレーニング」東京大学出版 2006年 2,200円＋税
③野矢茂樹「論理学トレーニング101題」東京大学出版 2006年 2,0000円＋税
④Bazeley & Jackson. Qualitative Data Analysis with NVIVO, SAGE, 2013, ¥5,381  

【参考文献】
①石崎秀穂「あなたの文章がみるみるわかりやすくなる本」
②福嶋隆史「ふくしま式200字メソッドで書く力は驚くほど伸びる！」大和出版、2010年、1,500円＋税
その都度、提示する。

５．準備学習
   各週に出される課題、宿題をすること。

６．成績評価の方法
演習ポートフォリオ   ５０点 
課題レポート(IW,PR)   ５０点 

   合 計      １００点

７．履修の条件
将来、公衆衛生学および国際保健（グローバル・ヘルス）分野を専門としたい意思がある学生。

８．その他
   特になし。
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科 目 名 健康科学研究演習Ⅰ 担 当 教 員：平野 貴也

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：t.hirano@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1532 科目名(英語) Research Seminar in Health Sciences I 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

4 1 通年 2 人研205 研究室に掲示

１．授業の概要 

   我が国ではスポーツ・レジャー・レクリエーションの普及振興において、指導者の多様なかかわり方が求められている。

演習Ⅰではまずスポーツ・レジャー・レクリエーション研究の動向について理解する。さらに文献ベースでの検討を進め

ると同時に、スポーツ・レジャーレクリエーションの普及振興もしくはコーチング現場での課題や問題点を見つける。問

題点や課題を解決するための技法について調べ、学び、実践し、課題解決のための方法を探究する。 

２．到達目標 

   ○スポーツコーチング・普及振興に関する国内及び海外の文献講読を行い、研究の動向を把握することができる。 

   ○スポーツ・レジャーの行事・イベントの企画と運営に参画し、実施上の課題を見つけることができる。 

   ○スポーツ・レジャーの技能を向上させるための指導法や安全管理に関する問題点を探求できる。 

○スポーツ・レジャーにおける調査・実験研究の方法を知り、エビデンスを用いたコーチングを実践できる。 

３．授業の計画と内容 

前期 

1.学術研究の概要① 

2.文献購読＆ディスカッション① 

3.文献購読＆ディスカッション② 

4.文献購読＆ディスカッション③ 

5.文献購読＆ディスカッション④ 

6.事例研究ー野外スポーツ 

7.事例研究ーマリンスポーツ 

8.事例研究ーレジャー・レクリエーション 

9.コーチング実践ー計画立案① 

10. コーチング実践ー計画立案② 

11. コーチング実践ー指導実習① 

12. コーチング実践ー指導実習② 

13. コーチング実践の評価 

14. コーチング実践のまとめ 

15. 前期のまとめと後期の課題設定 

後期 

1.学術研究の概要②と後期の進め方 

2.夏期テーマ研究の分析① 

3.夏期テーマ研究の分析② 

4.研究方法論① 

5.研究方法論② 

6.調査と分析① 

7.調査と分析② 

8.スポーツイベントの実践ー計画立案① 

9.スポーツイベントの実践ー計画立案② 

10. スポーツイベントの実践ー運営＆調査① 

11. スポーツイベントの実践ー運営＆調査② 

12. 運営＆調査の評価、発表準備 

13. 調査発表とディスカッション 

14. 修士論文概要発表準備① 

15. 修士論文概要発表準備② 

４．テキスト・参考文献 

テーマや内容に合わせて指定する。 

適時、プリント等の配布を行う 

５．準備学習 

   授業時間以外のフィールドワークを大切にし、スポーツ指導や普及振興を実践する中から常に課題を見つけ、課題を

持って講義に取り組むこと。 

６．成績評価の方法 

   ○授業への取り組み状況 （50点） 

   ○レポート課題・発表内容（50点）  

              計（100点） 

７．履修の条件 

   将来、スポーツ・レジャー・レクリエーションの研究に携わりたい、もしくは指導現場で働く意思のある学生である

こと。 

   スポーツの指導、企画、組織の運営など、実践活動を適宜行うので積極的に参加すること。 

８．その他 

特になし。
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科 目 名 健康科学研究演習Ⅱ 担 当 教 員：小川 寿美子

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：sumiko@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1060 科目名(英語) Research Seminar in Health Sciences Ⅱ

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 2 通年 2 研608 研究室前に掲示

１．授業の概要

最終年次である演習Ⅱでは、論理的な文章力と文献の読解力を養うための基礎固めをするため、論理的な英語を書く

技術の修得と、人間健康科学、とりわけ公衆衛生学や国際保健に関する数多くの論文、資料を精読し、多方面からの知

識を涵養する。併せて、修士論文の執筆を完成させる。

２．到達目標

演習 IIの構成は、前半90分が、毎週ゼミ生が準備する課題である英文エッセイをゼミの仲間同士のエディティング

を通じて、英作文力を養うことができる。後半 90 分が、毎週ゼミ生が準備する課題である興味のある先行研究論文を

200字でレビューを提出、その内容に関して仲間同士でクリティカルディスカッションを通じて、専門分野での最先端

の研究内容の理解と批判的思考力を養うことができる。

３．授業の計画と内容

前期 （Interactive Writing 「IW」+Paper Review「PR」）
第 １ 週  演習Ⅱ 前期の目標・概要説明

第 ２ 週  テキスト①、参考書②の説明

第 ３ 週  「IW」-英語-1 ＋「PR」-1 
第 ４ 週  「IW」-英語2 ＋「PR」-2 
第 ５ 週  「IW」-英語3 ＋「PR」-3 
第 ６ 週  「IW」-英語4 ＋「PR」-4  
第 ７ 週  「IW」-英語5 ＋「PR」-5 
第 ８ 週  第1~7週のポートフォリオをもとに振返り

第 ９ 週 「IW」-英語5 ＋「PR」-5 
第１０週  「IW」-英語6 ＋「PR」-6 
第１１週  「IW」-英語7 ＋「PR」-7 
第１２週  「IW」-英語8  ＋「PR」-8 
第１３週  「IW」-英語9  ＋「PR」-9 
第１４週  「IW」-英語10  +「PR」-10 
第１５週 第9~14週のポートフォリオをもとに振返り 

後期   (Master thesis + Paper Review「PR」) 
第 １ 週 演習Ⅱ 後期の目標・概要説明

第 ２ 週 修士論文＋「PR」-1 
第 ３ 週  同上 ＋「PR」-2 
第 ４ 週  同上 ＋「PR」-3 
第 ５ 週  同上 ＋「PR」-4 
第 ６ 週  同上 ＋「PR」-5 
第 ７ 週  同上 ＋「PR」-6 
第 ８ 週 第1~7週のポートフォリオをもとに振返り

第 ９ 週 修士論文最終発表準備 ＋「PR」-7 
第１０週 同上 ＋「PR」-8 
第１１週 同上 ＋「PR」-9 
第１２週 同上 ＋「PR」-10 
第１３週 同上 ＋「PR」-11 
第１４週 同上 ＋「PR」-12 
第１５週 修士論文最終発表 本番

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

①Zemach, Dorothy E. Paragraph Writing: From Sentence to Paragraph, Macmillan Education, 2004.¥2,469 
②Macmilla, Writing Essays, Education Australia, 2011 ¥3,510 
③Colin Robson. Real World Research: A Resource for Social Scientists and Practitioner � Researchers.  

Blackwell Pub. 2002. ¥4,624 
【参考文献】

その都度、提示する。

５．準備学習

   各週に出される課題、宿題をすること。

６．成績評価の方法

演習ポートフォリオ   ５０点

課題レポート(IW,PR) ５０点

   合 計      １００点

７．履修の条件

将来、公衆衛生学および国際保健（グローバル・ヘルス）分野を専門としたい意思がある学生。

原則として演習Ⅰで小川ゼミを取得している学生に限る。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 健康科学研究演習Ⅱ 担 当 教 員：平野 貴也

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：t.hirano@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1532 科目名(英語) Research Seminar in Health Sciences Ⅱ

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

4 2 通年 2 人研205 研究室に掲示

１．授業の概要 

演習Ⅱではこれまで研究を進めてきたテーマに基づき、スポーツ・レジャー・レクリエーションの普及振興、スポーツ

指導、コーチングに関する論文、文献を数多く精読する。研究計画を作成し、調査、分析を行い、修士論文を完成させる。

発表と論議を通じてリサーチ力とプレゼンテーション力、実践力の向上を図る。 

２．到達目標 

   ○科学的方法に則った一般的な学術論文を書けるようになる。 

   ○研究成果を発表できるようになる。 

３．授業の計画と内容 

前期 

1.研究テーマの設定１ 

2.研究テーマの設定２ 

3.研究計画の確認 

4.先行研究の分析と検討１ 

5.先行研究の分析と検討２ 

6.先行研究の分析と検討３ 

7.先行研究の分析と検討４ 

8.調査実験の実施１ 

9.調査実験の実施２ 

10.調査実験の実施３ 

11.調査実験の実施４ 

12.データの分析１ 

13.データの分析２ 

14.データの分析３ 

15.夏休みの研究の進捗と課題設定 

後期 

1. 研究結果の報告と論議１ 

2. 研究結果の報告と論議２ 

3. 研究結果の報告と論議３ 

4. 研究結果の報告と論議４ 

5. 研究結果の報告と論議５ 

6. 研究結果の報告と論議６ 

7. 論文執筆の報告と吟味１ 

8. 論文執筆の報告と吟味２ 

9. 論文執筆の報告と吟味３ 

10. 論文執筆の報告と吟味４ 

11. 論文発表の準備１ 

12. 論文発表の準備２ 

13. 論文発表に準備３ 

14. 論文発表の準備４ 

15. 論文の発表 

４．テキスト・参考文献 

テーマや内容に合わせて指定する。 

適時、プリント等の配布を行う 

５．準備学習 

   各週に出される課題、進度に合わせて進めること。 

   授業時間以外のフィールドワークを大切にし、研究テーマについて学部生、院生と積極的にディスカッションを行う。

６．成績評価の方法 

   ○授業への取り組み状況 （50点） 

   ○レポート課題・発表内容（50点）  

              計（100点） 

７．履修の条件 

   将来、スポーツ・レジャー・レクリエーションの研究に携わりたい、もしくは指導現場で働く意思のある学生である

こと。 

   原則として平野の演習Ⅰを履修していること。 

８．その他 

特になし。
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科 目 名 グローバル・ヘルス特論 担 当 教 員：小川 寿美子

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：sumiko@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1148 科目名(英語) Advanced Course of Global Health 

単位数 受講年次 開講学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 後期 2 研608 研究室前に掲示

１． 講義内容

   グローバルヘルスは、グローバルな規模の健康課題であり、各国の考え方や関心事を超越するものである。国境を超

える健康問題や、グローバルな政治的及び経済的な影響を取り上げ、またそれについて研究する公衆衛生、疫学、医学、

人口学、医療人類学、医療経済学、開発経済学、政治学、社会学などからなる複合的な学問領域を指し、様々な学問領

域から、国際的コンテクストにおける健康の決定要因や配分を学ぶ。 

    It is available to provide the lecture in English, if it is strongly requested. 

２．到達目標
   地球規模の健康に関わる諸問題について理解できるようになる。また健康問題について、英語で理解・表現できるよ

うになる。

３．授業の計画と内容

第 １ 週 What is Global Health ？ The Principles, Measurements, and the Health-Development Link 
第 ２ 週 Health Developments, Measurements, and Trends 
第 ３ 週 Health, Education, Poverty, and the Economy 
第 ４ 週 Ethical and Human Rights Concerns in Global Health 
第 ５ 週 An Introduction to Health System 
第 ６ 週 Culture and Health 
第 ７ 週 The Environment and Health 
第 ８ 週 Nutrition and Global Health 
第 ９ 週 Women's and Child Health 
第１０週 Communicable Diseases 
第１１週 Non-communicable Diseases 
第１２週 Natural Disasters and Complex Humanitarian Emergencies 
第１３週 Working Together to Improve Global Health 
第１４週 Science, Technology, and Global Health 
第１５週 Working in Global Health 
第１６週 Final Exam

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

Skolnick, R. Global Health 101. Jones & Bartlett Learning. ￥7,542. 2012  
「グローバル人間学の世界」中村安秀（編）大阪大学出版会．2,400円＋税．2011年

   「A Look at Global Health & Environment with VOA]  松柏社．1,900円＋税．2009年

  【参考文献】

（DVD）

   「VOAで知る健康と環境―屋上菜園から牛ゲノム解読まで」安浪 誠祐 2010年

CLIL英語で学ぶ国際問題―CLIL GLOBAL ISSUES」笹島 茂 2,052円 2014年 

小川寿美子（責任編集）．「沖縄の保健医療の経験」シリーズ（8編：DVD3枚）国際協力機構．2000．¥700/枚

５．準備学習
テキストを事前に読んでまとめること（発表をしてもらうこともある）。

６．成績評価の方法

   活動（発表など）   30点

ポートフォリオ   30点

期末テスト      40点
計      100点

７．履修の条件

   共通科目「健康科学特論」を受講したもの。

英語の理解力のある者（英検2級、TOEIC700点以上）。

８．その他
将来、国際的な仕事に従事したい、意欲ある学生の受講を期待する。
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科 目 名 健康心理学特論
担 当 教 員 ：宮城 政也（非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ：masaya@edu.u-ryukyu.ac.jp 
研究室電話番号：098-895-8438 

（琉球大学・宮城研究室直通番号）
科目名(英語) Health Psychology 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 後期 3 非常勤講師控室 講義終了後

１．授業の概要

現代社会における健康問題に関する心理学的な究明ならびに健康教育や健康政策の策定などの心理学的役割について

教授する。

２．到達目標

現代社会における健康の維持,増進についての心理学的考察や心理学的視点を踏まえた健康教育（疾病予防）の基礎的

なプログラム作成ができる。

３．授業の計画と内容

第 １ 週 ガイダンス,健康心理学とは,健康心理学の役割 

第 ２ 週 健康心理学とヘルスリスク    

第 ３ 週 ヘルスリスクとライフスキル  

第 ４ 週 Health Risk Behaviorに関する文献（国内外）講読    

第 ５ 週 Health Risk Behaviorに関するプレゼンテーション,ディスカッション    

第 ６ 週 Vulnerable Populationsに関する海外文献講読 

第 ７ 週 Vulnerable Populationsに関するプレゼンテーション,ディスカッション    

第 ８ 週 Social Capitalに関する海外文献講読   

第 ９ 週 Social Capitalに関するプレゼンテーション,ディスカッション    

第１０週 ヘルスプロモーション,ヘルスプロモーティングスクールについて    

第１１週 健康教育,健康行動理論について   

第１２週 現代社会とストレスⅠ    

第１３週 現代社会とストレスⅡ   

第１４週 ストレスマネジメント教育    

第１５週 臨床健康心理学の基礎    

第１６週 テスト

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   特になし

【参考文献】

講義中適宜資料配布

５．準備学習

講義中指定する論文を熟読すること。

６．成績評価の方法

テ ス ト： 70点

プレゼンテーション： 30点

   合 計：100点

７．履修の条件

   特になし。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 健康栄養学特論 担 当 教 員：新城 澄枝（非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：shinjots@beach.ocn.ne.jp 
研究室電話番号：科目名(英語) Special Topics in Health Nutrition 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 2～3 非常勤講師控室 講義終了後

１．授業の概要

   食事の意義、食と健康の関係、わが国ならびに諸外国における食の現状・課題と健康問題、健康・栄養政策、食生活

指針などにつて考究する。さらに、食品の安全・安心、食を選択する能力を培い科学的根拠に基づいた正しい食生活実

践のために、四群点数法について学習する。また、沖縄の食文化に触れ長寿との関連で学習を深める。

２．到達目標

   生活の中での食事の意義や現代における食生活と健康問題との関連、それをふまえた国や地方の健康・栄養政策につ

いて理論・知識を深める。現代の食の課題であるメタボリックシンドロームの概念に基づく生活習慣病予防や食品の安

全・安心、食を選択する能力を培い、健康の為の食の自己管理能力を高める。

３．授業の計画と内容

第 １ 週 食生活の重要性 

第 ２ 週 健康栄養学・基礎①：食品の成分と機能、安全性 

第 ３ 週 健康栄養学・基礎②：消化吸収、代謝 

第 ４ 週 日本の食生活の変遷と健康（食品ならびに栄養素摂取量の変化と疾病構造の変化）

     沖縄の食生活の変遷と健康（食品ならびに栄養素摂取量の変化と疾病構造の変化）

第 ５ 週 わが国の食をめぐる現状と課題Ⅰ（母性期、乳幼児期の健康栄養問題）

第 ６ 週 わが国の食をめぐる現状と課題Ⅱ（青年期：１８歳までに育てたい食の自己管理能力）

第 ７ 週 わが国の食をめぐる現状と課題Ⅲ（壮年期：食生活と生活習慣病・メタボリックシンドロームの概念） 

     わが国の食をめぐる現状と課題Ⅳ（高齢期、慢性疾患：低栄養の予防）

第 ８ 週 沖縄百寿者に学ぶ健康のための食生活

第 ９ 週 わが国の健康・栄養政策：「健康日本２１（第二次）」と地方施策

第１０週 「食育基本法」、「食育推進基本計画（第二次）」と地方施策

第１１週 世界の食文化類型と健康問題の特徴、健康・栄養政策、食生活指針

第１２週 バランスのとれた食生活の実践（生活習慣病発症予防のための食生活：四群点数法の基礎） 

第１３週 正しい減量のための食生活実践（生活習慣病の重症化予防、アスリートの減量：四群点数法応用Ⅰ）

第１４週 低栄養予防のための食生活実践（貧血、肝疾患、感染症、糖尿病性腎症など：四群点数法応用Ⅱ）

第１５週 四群点数法、体重計、血圧計を活用した生活習慣病の発症・重症化予防のための賢い食事管理

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   適宜資料を配布する。四群点数法を活用した糖尿病療養のための賢い食事管理、ニライ社（無償配布）

【参考文献】

（1）「新しい食物学―食生活と健康を考えるー 改訂第２版」加藤陽治/ 長沼誠子 編集、南江堂、2009年

（2）「標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）：全４冊」厚生労働省健康局、平成19年４月

（3）「公衆栄養学」古畑公・松村康弘・鈴木三枝 編著、光生館、2013年4月

（4）「健康の科学シリーズ９ 沖縄の長寿」日本栄養・食糧学会監修、学会センター関西学会出版センター

５．準備学習

健康と食生活に関する文献を、幅広く読むこと。

６．成績評価の方法

   授業での活動状況 ５０点

   レポート      ５０点

   合 計     １００点

７．履修の条件

特になし。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 社会福祉学特論 担 当 教 員：竹沢 昌子（非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：

研究室電話番号：科目名(英語) Advanced Course of Social Work 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 3 非常勤講師控室 講義終了後

１． 講義内容

   現代社会には、子育て、障害者や高齢者の生活、雇用や労働をめぐる諸問題の他、多様な形態の暴力（虐待、ＤＶ、

自殺）など、憲法第 25 条が規定する「健康で文化的な最低限度の生活」を脅かす状況が深刻である。本講義では、さ

まざまな形で健康な生活が疎外されがちな状況にある人々を理解するとともに、すべての人の健康で文化的な生活を創

造するために必要な普遍的な価値（values）と地域における実践（practice）のあり方について考察する。

２．到達目標

  ①社会福祉が追求する価値の重要性について理解することができる。

②地域社会や人々の生活において、社会福祉の価値を実践し、具現化する方法について理解することができる。

３．授業の計画と内容

第 １ 回 現代社会の諸問題～健康の概念からの考察～

第 ２ 回 日本国憲法第25条をめぐる諸議論～「健康で文化的な最低限度の生活」とは？

第 ３ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値① 個人の尊厳と社会正義①

第 ４ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値② 個人の尊厳と社会正義②

第 ５ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値③ 個人の尊厳と社会正義③

第 ６ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値④ 貢献①（エンパワメント）

第 ７ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値⑤ 貢献②（ソーシャルアクション）

第 ８ 回 健康で文化的な生活のために必要な価値をめぐるペーパーの発表・ディスカッション

第 ９ 回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践① 貧困①

第１０回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践② 貧困②  

第１１回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践③ 子ども虐待① 

第１２回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践④ 子ども虐待② 

第１３回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践⑤ 障害者をめぐって 

第１４回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践⑥ 高齢者をめぐって

第１５回 健康で文化的な生活を疎外する諸問題と地域における実践に関するペーパーの発表・ディスカッション

第１６回 全体のふりかえり

４．テキスト・参考文献

【テキスト】

 講義において指定する。

【参考文献】

Adams, Maurianne (Ed.) (2013) Readings for Diversity and Social Justice, Routledge. 
      Gitterman, Alex (2014) Handbook of Social Work Practice with Vulnerable and Resilient Populations, 

Columbia University Press. 

５．準備学習

   指定の文献を事前に読んでから授業に臨むこと。

６．評価方法

  ・活動状況  ５０点

  ・レポート  ５０点

  ・合  計 １００点

７．履修の条件

   特になし。

８．その他

特になし。
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科 目 名 地域保健学特論 担 当 教 員：吉川 千恵子（非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：

研究室電話番号：科目名(英語) Community health science 

単位数 受講年次 開講学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 2～3 非常勤講師控室 講義終了後

１． 講義内容

健康・ウエルネス、ヘルスプロモーションの概念を基礎として、地域社会・生活・文化から生ずる健康問題や、現在、

国の健康政策として展開している「健康日本 21（第 2 次）」が沖縄県や市町村でどのように実践されているか、各健康

レベルとライフサイクルの視点から考究する。また、地方自治体における健康政策づくり、保健計画策定・施策化と予

算のしくみ、それに対応する地域保健医療活動のエレメントやツールを理解し、人々の健康支援などにおいて総合的企

画者・協働的実践者の視点から、地域保健医療システムの開発に参画する。さらに教育研究者としての生きる知識と技

法を会得し、沖縄の地域における実践例から保健医療問題と解決策を考察する。

２．到達目標

   教育研究者としての生きる知識と技法を会得する。

３．授業の計画と内容

第 １ 回  地域保健学の概念

第 ２ 回  地域保健の理論・キーワード

第 ３ 回  地域社会・生活・文化と健康問題

第 ４ 回 「健康日本21（第2次）」と地域保健活動

第 ５ 回 「健康おきなわ21」と地域保健活動、事例「健康いへや２１」と地域保健活動

第 ６ 回  地域保健活動のエレメント

第 ７ 回  地域保健医療福祉行政と活動

第 ８ 回  地方自治体における健康政策づくり、保健計画策定、施策化と予算のしくみ

第 ９ 回   同上

第１０回  地域保健活動の実際１（県保健福祉行政・福祉保健所）

第１１回  地域保健活動の実際２（市町村）

第１２回  地域保健活動の実際３（職域）

第１３回  地域保健活動と地域保健システム

第１４回  地域健康危機管理

第１５回  地域保健管理・健康評価

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   開講時に指定する。

【参考文献】

  （1）健康の政策科学 編集：新井宏明他 医学書院 1997年

  （2）地域づくり型保健活動のすすめ 著者：岩永俊博 医学書院 1995年

  （3）公衆衛生学、第３版 看護学 編集：後閑容子他 インターメディカル 2012年 

５．準備学習

   講義の履修に際し、予習と復習を行うこと。

６．評価方法

   活動状況   ５０点

   課題レポート ５０点

   合 計    １００点

７．履修の条件

授業は、講義と受講生との双方向型で進める。

「国民衛生の動向」または「衛生行政大要」の事前学習を勧める。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 健康・スポーツ指導特論 担 当 教 員：高瀬 幸一

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：k_takase@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1082 科目名(英語) Instructing Health and Sports 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 後期 3 研203 火3・木4 

１．授業の概要

   健康指導やスポーツ指導の現場においては，専門的な知識を如何にして効果的に伝えるかが重要になる。今日の健康

科学やスポーツ科学の進歩はめまぐるしいものがあり，「健康科学やスポーツ科学」に関する正しい理論・知識を習得

し，それを実践していく手法（スキル）を身につけることが必要となる。

   また，超高齢化社会の今日，一般健常者や中・高年齢者などの運動未経験者の健康・体力特性に視点を置いた運動指

導は，十分になされているとは言い難い現状がある

   本特論は、日進月歩する分野における最新の理論を論じながら、日本における健康・スポーツ理論について考察する。

２．到達目標

1. 健康指導やスポーツ指導における専門的な知識を習得できる。

      2. 健康指導やスポーツ指導における専門的な知識を実践の場で活用できる。

3. 健康指導における取り組みの事例について理解できる。

３．授業の計画と内容

第 １ 週  オリエンテーション

第 ２ 週  世界，日本の健康の状況（ライフスタイルに関係して）

第 ３ 週    〃

第 ４ 週    〃

第 ５ 週  中・高齢者の機能的特性

第 ６ 週    〃

第 ７ 週  ヘルスプロモーションの実際について  

第 ８ 週  〃

第 ９ 週    〃

第１０週  健康づくりのための運動（メタボ編）

第１１週  健康づくりのための運動（ロコモ編）

第１２週  ソーシャルキャプタルという考え方 

第１３週  発育発達と老化からみたス健康・スポーツ指導 

第１４週  スポーツ競技と科学

第１５週  まとめ

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   （1）青木 高、他編集『健康・スポーツの指導』、建白社、2006年、￥2,205 
   （2）成 和子 編著 『ライフスキルのための改訂健康科学』、2008年、￥2,100 
   （3）西平/文部科学省21世紀COEプログラム 『健康・スポーツ科学研究の推進中間成果報告書』2004年

【参考文献】

適宜資料として配付する。

５．準備学習

   講義の履修に際し、予習と復習を行うこと。

６．成績評価の方法

   討論への参加：50点、レポート：50点、合計：100点

７．履修の条件

   特になし。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 伝統武道特論 担 当 教 員：盧 姜威（非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：lujiangwei320@gmail.com 
研究室電話番号：科目名(英語) Traditional Japanese Martial Arts 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 1～5 非常勤講師控室 講義終了後

１．授業の概要

   この授業科目において、武道に内在する日本文化の本質を理解し、スポーツと異なる日本伝統武道の特質の理解を深

めていくと同時に、武道全般にわたる基礎知識を的確に把握する。その上、沖縄伝統空手の歴史的変遷について考察し

ていく。

２．到達目標

   武道全般にわたる基礎知識を的確に把握する。文献資料の蒐集、分析、考察などの研究方法の基本を身につける。

３．授業の計画と内容

第 １ 週 受講心得について

第 ２ 週 世界武芸文化の概観

第 ３ 週 日本伝統武道の諸相

第 ４ 週 日本武道成立の歴史的要件

第 ５ 週 日本武道の歴史的な歩み

第 ６ 週 技芸文化としての武道

第 ７ 週 武道とスポーツ

第 ８ 週 中国・日本・沖縄の文武両道観

第 ９ 週 沖縄伝統空手道の事象①―廃藩置県前

第１０週 沖縄伝統空手道の事象②―明治期

第１１週 沖縄伝統空手道の事象③―大正期

第１２週 沖縄伝統空手道の事象④―昭和期

第１３週 沖縄伝統空手道の組織化

第１４週 沖縄伝統空手道の国際化

第１５週 まとめ

第１６週 期末試験（或いはレポート提出）

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   適宜プリントを配布する。

  【参考文献】

  （1）中林信二（著）『武道のすすめ』中林信二先生遺作集刊行会 1987年

  （2）高橋富雄（著）『武士の心日本の心：武士道評論集』（上巻）近藤出版社 1991年

（3）高宮城繁・比嘉敏雄・比嘉勝芳（編著）『沖縄空手道概説―武道空手の諸相―』沖縄空手道協会北谷道場 1996年

（4）田中守・〔ほか〕（著）『武道を知る』不昧堂出版 2000年

（5）高宮城繁・比嘉敏雄（編著）『武魂―奥妙在錬心』沖縄空手道協会北谷道場 2002年

（6）新渡戸稲造（著） 奈良本辰也（訳）『武士道』三笠書房 2004年

５．準備学習

   事前に配布した資料を予習する。

６．成績評価の方法

   受講態度  ５０点

   課題発表  ２０点

   期末試験  ３０点

   合 計  １００点

７．履修の条件

   特になし。

８．その他

   特になし。
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科 目 名 スポーツトレーニング・コーチング特論 担 当 教 員：平野 貴也

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：t.hirano@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1532 科目名（英語） Sports Training ＆ Coaching  

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 3 人研205 研究室に掲示

１．授業の概要 

種目特性に応じたパフォーマンス向上のためのトレーニングのあり方とコーチングの原則やコーチング理論と方法論に

ついて理解し、競技選手はもちろん、ジュニアから高齢者まで生涯を通じての健康で生き生きとした生活を送るためのト

レーニング指導・指導方法について学ぶ。テーマを設定し、テーマに関する文献を読み、効果的にトレーニング・コーチ

ングを行うための問題解決法や評価法を取り上げて検討を加えるとともに、実践事例を踏まえながらトレーニング・コー

チングについてディスカッションを行う。

２．到達目標 

身体的トレーニングおよびコーチングの原則に基づいて健康維持増進、競技力向上に効果的なスポーツの実践法および

トレーニング法・指導方法に関する専門的知識および理論の理解を深める。 

３．授業の計画と内容 

  第 １ 回 オリエンテーション （コーチングの原則）  

  第 ２ 回 トレーニングの基礎的理解と指導方法（パフォーマンスの向上、指導者の役割の理解） 

  第 ３ 回 目標設定とコーチングスタイルの確立（指導目標の設定、運動者の問題と課題） 

  第 ４ 回 選手とのコミュニケーション（コーチングにおけるコミュニケーションスキルの理解） 

  第 ５ 回 コーチングスキル（モチベーションの高揚） 

  第 ６ 回 運動スキル獲得の特性（特性の理解と指導方法） 

  第 ７ 回 トレーニング計画①（年齢、体力、心身の発達に応じた適時性） 

  第 ８ 回 トレーニング計画②（年間計画や期間計画、ケガの予防と対処） 

  第 ９ 回 トレーニング方法と指導法①（レジスタンス系） 

第１０回 トレーニング方法と指導法②（有酸素系） 

第１１回 トレーニング分析と評価（パフォーマンスの分析と評価方法、フィードバックの活用） 

第１２回 コーチング・トレーニング環境の整備（技術、用具、練習時間、費用、安全管理） 

第１３回 トレーニングに関する諸問題（文献・論文を読みレポートし、事例をあげてディスカッション） 

第１４回 コーチングに関する諸問題（文献・論文を読みレポートし、事例をあげてディスカッション） 

第１５回 発表とまとめ（トレーニング・コーチングに関する課題についてまとめ、発表） 

４．テキスト・参考文献 

適時プリントを配布する。 

５．準備学習 

講義の履修に際し、予習と復習を行うこと。 

６．成績評価の方法 

受講態度・学習への取り組み ４０点 

発表の内容         ３０点 

レポート課題        ４０点 

６．履修の条件 

特になし。 

※予習：次回のテーマについての文献を精読しておくこと。 

８．その他

トレーニング実践及び指導実践を伴う内容については連続した講義時間が必要となるため週末もしくは夏季休暇期間に

実施する予定である。
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科 目 名 ヘルスプロモーション・ウエルネス特論 担 当 教 員：野崎 康明 （非常勤講師）

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：

研究室電話番号：科目名(英語) Health  Promotion  and  Wellness 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー

2 1・2 前期 5 非常勤講師控室 講義終了後

１．講義内容

 より幸福で充実した人生を目標とするウエルネス概念を中心として、ヘルスプロモーション・ウエルネス論の歴史と概

念を学び、実習を通してより深く理解し、各自がよりよい健康生活プログラムの作成が可能となる能力を習得することを

目指す。

２．到達目標

   上記の講義内容を理解し、へロスプロモーション・ウエルネスの計画および実践について活用できるようになることを

目標とする。

３．授業の計画と内容

第 １ 回 授業についてのオリエンテーションと自己紹介実習

第 ２ 回 ヘルスプロモーション・ウエルネス概念の歴史と三角形実習

第 ３ 回 ウエルネス概念の理解と行動変容の実習

第 ４ 回 〃

第 ５ 回 ストレスマネジメント論とストレスチェック実習

第 ６ 回 リラクセーション理論とリラクセーション実習

第 ７ 回 コミュニケーションの理論と実習

第 ８ 回      〃

第 ９ 回 タイムマネジメント理論と実習

第１０回 人生設計論と実習

第１１回 デスラーニング論と実習

第１２回 ホスピスについての学び

第１３回 余暇の過ごし方と実習

第１４回 ウエルネス保養論

第１５回 ヘルスプロモーション・ウエルネスプログラムの作成

第１６週 まとめ

４．テキスト・参考文献

  【テキスト】

   特になし

  【参考文献】

  （1）島之内憲夫 訳、21世紀の健康戦略3 ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ～戦略・活動・研究政策～、垣内出版、￥1,800+税
（2）野崎康明 著、ｳｴﾙﾈｽの理論と実践、丸善メイツ、1994年、（現在絶版、ただし、大学図書館に在庫あり）

  （3）島之内憲夫 編著、ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ講座、順天堂大学ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ、2005年

（4）島之内憲夫 編訳、21世紀の健康戦略4～ ﾍﾙｼｰ・ｼﾃｲｰｽﾞ～新しい公衆衛生を目指して～、垣内出版、￥2,000+税
  （5）野崎康明 著 ウエルネスマネジメント メイツ出版

５．準備学習

  事前に参考文献を読み込んでおくこと。

６．成績評価の方法

評価は次の視点から総合的に行う

（1）授業への取り組み（３０点）：授業態度、討論・グループワークへの積極的参加

（2）課題レポート（７０点）

７．履修の条件要件

特にないが、健康政策立案に関心のあることが望ましい。

８．その他

（1）集中講義となるので、上記の講義は４回（又は５回）に分けて行う。

（2）講義の形態は講義と実習を主体とし、討論、グループワークも行う。
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